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　　 プ asテ イ ン キナ ー ゼ C （PKC ） は、情報伝達 に お け る最 も重要な リ ン酸

化 酵 素 の ひ とつ で あ り 、 多彩 な細胞機能 に 関与 する こ とが知 られてい る
。 PK

C に は 、 多 くの サ ブタ イ プが存在 し 、 各 サ ブ タイ プ独 自の 働 きの 解明が 、 PK

C の 機 能 を明 らか に する た め に は 必須と考え られ た。 しか し 、 多 くの 場合 、 同

一 細 胞 に複数 の PKC サ ブ 食イ ブが 共存 し、 しか も生化学的手法で は PKC サ

ブタ イ プの 基質塒異性の 検出 が不 能で あ る こ と な どか ら 、 各サ ブタ イ プ独 自の

生理 機 能 に っ い て 明 らか に す る こ と は 困難で あ っ た。 そ こ で 、各 PKC サ ブタ

イ プの 細胞 内の 局在 か ら 、 各サ ブタイ プの機能 を解析す る方法が有力で あ る と

考え られ た。 しか し 、 PKC は活性化に伴 い 、 細胞内局在 を変 える こ と（タ ーゲ

ッ テ ィ ン グ）が 明 らか に され、PKC サ ブタ イ プと リン酸化基質の 細胞内局在 を

検討す る際 に は 、 こ の ターゲ ッ テ ィ ン グ機構 に つ い て考慮す る こ とが必須 とな

っ て き た 。 我 々 は 、 GFP を用い て PKC の ターゲ ッ テ ィ ン グ機 構 を解析 し、

各サ ブ タ イ プが特異 的な タ
ー

ゲ ッ テ ィ ン グ機構 を持 ち、 また、活性化 シ グナ ル

に 応 じて ターゲ ッ テ ィ ン グ を変化 させ る こ とを見出 しだ レ 3 ）
。

こ れ らの結果 は 、

FKC が シ グナ ル に 応 じて 、 基 質タ ンパ ク質の 部位 に 移動 し情報 を伝達す る と

い う機能 、
つ ま り 、 酵素活性 の オ ン ・

オ フ 以 外に 空間的 な周在 を調節 する能力

を持 つ こ と を示 唆 した 。 本 ワ
ー

ク シ ョ ッ プで は 、 GFP を用 い て生細胞内の P

KC の タ ー
ゲ ッ テ ｛ ン グ機構 を解 析 した 結果 、 つ ま り 1）PKC の サ ブタ イプ特

異 的、刺激特異 的 なタ
ー

ゲ ッ テ ィ ン グ 、 2 ）サ ブタイ プ特異的 タ
ー

ゲ ッ テ ィ ン

グに 関与 する PKC の ドメ イ ン とその 構造 、 3 ） リン酸 化シグナ ル 伝達に お け

る ター ゲ ッ テ ィ ン グの 必要性 、 4 ）細胞特異 的ター
ゲ ッ テ ィ ン グと細胞機能の

調節 、 に つ い て最近の 知見 を述べ る 。
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